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【西部公民館区の人口と世帯数】(令和６年４月末現在) 

 人口4,799人(男性2,219人･女性2,580人) 世帯数2,741世帯 

令和６年度 危険物安全週間の実施について 

  平素は、西部町内会活動の運営にご尽力を賜り、誠にありがとうございます。この度、西部町内会連

絡協議会の会長を務めることとなりました石山です。初めての事で分からないことばかりですが、精

いっぱい頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  さて近年、少子高齢化や人口減少など地域の課題は沢山ありますが、いつかはやってくる震災に備

え、災害に強い地域をつくるためには、子どもから大人まで地域住民の繋がりが必要であり、そのため

には町内会等の活動がとても重要だと考えています。 

  イベント・学習会・清掃活動など、地域の活動にはぜひご参加ください。また、何か相談したいこと等

がありましたら、各地域の役員等にご相談ください。町内会に入っていない方々には、この機会にぜひ

ご加入頂ければと思います。 

  これからも各団体と連携しながら西部町内会を良くしていければと思いますので、皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。 

西部町内会連絡協議会 会長 石山 雅美 

西部町内会連絡協議会 会長挨拶 

◇６月２日（日）から６月8日（土）まで危険物安全週間です。 

  事業所や個人での危険物の取扱いには十分気をつけましょう。 

  また、ガソリンを携行缶で購入される際は、下記のとおりガソリンスタンドで確認を行いますので、 

ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 

令和６年度危険物安全週間推進標語  

次世代へ つなごう無事故と 青い地球(ほし) 

◇西部ブロックの各町内会長をご紹介します  

目良 須名 晋次 江川 鈴木 孝 

天神 出口 雅史 江川桝潟 中西 経夫 

益穂 宮本 弘一 立戸 石山 雅美 

御所谷 松島 好明 目良団地 中能 庸行 

西郷 植芝 照雄 ｼ-ｻｲﾄﾞ天神崎 津上 俊治 

古尾 細野 康治   



         「自主・自律・連帯」６月号 ～黄梅の季節に向かって～  

  新入生も少しずつ中学校生活に慣れ、元気に過ごしています。地域の皆様方、保護者の皆様方に

おかれましては、これから蒸し暑い季節にはいります。お体に気をつけてお過ごしください。 

 

◇校訓「自主・自律・連帯」を大切にして 

  明洋中学校の校訓と言えば「自主・自律・連帯」です。本年度もこの校訓のもと、学校運営を進めて

いきます。 

「自主」…自分の意思で生活や進路を切り開く生徒 

「自律」…豊かな心を持ち、正しい判断ができる生徒 

「連帯」…自分と仲間を大切にし、協力し合う生徒 

 

◇令和６年度部活動 

  新入生が各部に入部し、新年度の部活動が本格始動しました。各部の部員数は次のとおりです。 

  田辺第三小学校 「清心自立」 ５月号 

◇文化部茶道教室 

  文化部の活動のひとつである茶道教室が、４月２５日（木）に

開かれました。 

  講師木下幾庸子先生には年間１０回のご指導をいただいてい

ます。お茶の奥深さを学ぶ機会になっています。 

◇お礼 

  芳養婦人会の皆様より、ご寄付をいただきました。大切に使わせていただきます。ありがとうござい

ました。 

クラブ名 １年 ２年 ３年 合計  クラブ名 １年 ２年 ３年 合計 

野球 ２ ０ ８ １０  陸上男子 ４ １ １ ６ 

サッカー １０ １２ １ ２３  陸上女子 ６ ０ ２ ８ 

バスケ男子 ６ ５ ９ ２０  バレー女子 ４ ２ ３ ９ 

バスケ女子 ７ ７ ６ ２０  体操男子 ０ １ ３ ４ 

テニス男子 ２ ４ ５ １１  体操女子 ０ ３ ６ ９ 

テニス女子 １７ ５ １１ ３３  柔道男子 ２ １ ０ ３ 

剣道男子 １ ０ ０ １  柔道女子 １ ０ １ ２ 

剣道女子 ０ １ ２ ３  吹奏楽 １３ １１ １４ ３8 

卓球男子 ３ ３ ０ ６  文化 ５ １１ １１ ２７ 

      社会活動 ４ ２ ６ １２ 

【 子どものみかた（味方） 】 

  運動会を間近に控え、子供たちは一生懸命練習に取り組んでいます。また、指導・支援をする教職

員も、子供たちと共に『感動』の運動会となるよう頑張っています。保護者や地域の皆様におかれまし

てはいかかお過ごしでしょうか。 

  さて、わたしたち大人は、えてして目の前の子どもを「できる子」と「できない子」に分けてしまいがちで

す。例えば、授業中の発表がよくできる子、人より速く走れる子、テストの点数が良い子などには、よく目

が行きがちです。一方、給食の準備や後片付けがきちんとできる、トイレのスリッパをきちんとそろえられ

る、下級生の世話を親身になってやれる、係仕事の責任をしっかり果たせるなどのことは、目立たないけ

れども大切なことです。そういったことができる素敵な子どもが、田辺第三小学校には大勢います。 

  「うちの子は引っ込み思案で…。」と、我が子を否定的に見たりしている場合などでも、見方を変え

ると、人への細やかな気づかいのできる子どもであったりすることも、よくあることです。点数や教室で

の目立った行動だけにとらわれることなく、子どもを様々な角度から捉え、素晴らしい面を見つけ、認め

て、しっかりほめていきたいと思います。 

  子どもの側に立った正しい『子どもの見方』のできる大人こそ

が、『子どもの味方』のできる人ともいえるのではないでしょうか。 

  一学期も、はや中盤を迎えたこの時期に、一度立ち止まって

『子どものみかた』について考えてみたいと思います。 

◇春の遠足に行ってきました 

  ４月２６日（金）に春の遠足を実施しました。今年度は、『地元愛』を大切にして、全学年が『ナショナ

ル・トラスト運動の先駆けとして一躍その名を知られるようになった地元が誇る「天神崎」！』『ボリビア

のウユニ塩湖のような写真が撮れることで、SNSでも話題の「天神崎」！』に行きました。 

  子供たちは、生き物探しに熱中していました。様々な生き物がいることを実感していたようです。また、理

科の林先生が水槽や図鑑を用意してくれ、みんなで「『田三すいぞくかん』をつくろう！」と企画してくれま

した。子供たちが生き物や貝などを持ち寄り、みんなで創りあげる（共創）作業がとても楽しくて、素敵な

水族館ができました。帰りには、とった生き物

をリリースして「命」についてもよく考えてくれ

ていました。 


